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　世の中、ものすごい勢いでAI（エーアイ：人工知能）が利用され始めています。
　医療の現場でも、主に画像診断の補助を中心にAIが利用され始めています。
　例えば、胸部X線写真やCT画像のデータを、AIを使って事前にスクリーニングするソフトウェアが
認可されています。必ず医師が再確認する必要がありますが、医師の見落としを防ぐ効果があります。
医師の能力の差や専門性の差やうっかりミスを防ぐ効果があります。
　データや症状から診断を予測する分野でも利用されようとしています。
　すでに看護師の予診（医師の診察前に簡単に症状などを聞くこと）の際に、コンピューターに入れて
簡単な診察や重症度を判断するソフトウェアも利用され始めています。
　そのうち症状と血液検査データとX線検査データさえあれば、コンピューターのAIが診断までしてく
れる可能性もあります。そうなったら医者は内視鏡検査や手術といった手技的検査や治療に専念すれば
良いので、医者は外来診療に時間を取られる必要がなくなり、地方の医師不足は解決するかもしれな
い、という専門家もいます。
　オンライン診療という、コンピューターの画面越しに会話をして診察や処方をすることも一部で可能
になっています。
　深浦診療所ではAIを利用していませんが、将来的には、利用され始めるのかも知れません。
　深浦診療所での仕事の多くの時間は「診察」に割かれています。その診察から診断に至る部分をコン
ピューターがやってくれれば、医療者の仕事の負担も減って、「治療」に時間をあてることができるよ
うになるのかも知れません。
　しかし、医療者の仕事はそれほど楽にはならないと私は思っています。
　医療の基本は客商売であるからです。
　患者本人が気づいていない症状は、丁寧な問診で聞き出されない限りコンピューターには入力されま
せん。血液検査では、あらゆる検査項目をするわけではなく、症状から類推した最低限の検査項目がオ
ーダーされます。症状の訴えがなければ、X線写真も撮りません。
　正しいデータが入力されて初めてコンピューターのAIは正しい診断をしてくれるのです。
　そのデータの収集をするのが人である医療者の力量が必要となってきます。
　AIが一般的になればなるほど、医療者はむしろ患者さんと時間をかけて親身になって話を
することが求められるようになると思います。
　広報ふかうらお知らせ版に、弁護士の先生が「情を通すには理が必要」という言葉を書
かれていました。
　医療の場合には、「理を通すには情が必要」であると思います。
　AI（エーアイ）よ、そこにAI（愛）はあるんか？

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。
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今月のドクター

　患者さんの考えと医師の考えが一致しないのは、
よくあることです。立ち位置の違いもありますが、
知識量の圧倒的な差に起因していることもあるよ
うに思います。医師の言うことが、さっぱり意味
不明という場面を少しでも減らしたいと考え、西
北五医師会ではこのコラムを寄稿させていただい
ております。今から15年前の2009年につがる市
役所の広報から開始し、現在では五所川原市役所、
深浦町役場、鰺ヶ沢町役場の広報にも掲載頂いて
おります。
　さて、今回は、皆さんになじみが薄いであろう
ミネラルについてお話します。ミネラルはタンパ
ク質や炭水化物、脂質、ビタミンと共に重要な栄
養素の1つです。カリウム、ナトリウム、カルシ
ウム、マグネシウム、鉄などを総称してミネラル
と言います。ミネラルは軽度の異常であれば症状
がないことが多いのですが、重度のミネラル異常
は生命の危機につながります。市民、町民の皆さ
んがミネラルの異常を心配して受診されることは
めったにありませんが、多くの医師は特に血液中
のミネラルに異常がないか心配して診療していま
す。多すぎても少なすぎてもいけません。
　血液中のミネラル異常に注意すべき具体例を挙
げます。一番多いのは心不全の方です。悪化した
心不全はミネラル異常を起こしますが、むしろ多
いのは薬の副作用としてのミネラル異常です。腎
不全は進行に伴ってミネラル異常を起こします。
脱水症や熱中症、食欲不振の場合も要注意です。
高血圧や骨粗鬆症の診療の際も時々測定すべきで
す。貧血の原因は多岐に渡りますが、一番多いの
は鉄欠乏性貧血です。中年以降の方が鉄欠乏性貧

血を起こした時は胃癌、大腸癌を除外すべきです。
便秘薬としてよく使われている酸化マグネシウム
を内服されている方には、マグネシウムが過剰に
なっていないか測定します。悪性腫瘍（癌）の場
合もミネラル異常を起こすことがあります。その
他にも様々な場面でミネラルの異常を心配しなけ
ればいけません。
　一般的な健康診断では、通常、ミネラルは測定
されません。症状がない方や薬を飲んでいない方
にミネラルを測定してもメリットがないことがほ
とんどだからです。しかし、上述したような疾患
の診療においては積極的に測定すべきです。健康
診断での血液検査だけでは足りない場合があるこ
とを知っていただけたら幸いです。一般的な健康
診断では白血球や血小板も測定されていないこと
が多々あり、かかりつけ医が追加検査を提案する
ことがあります。
　また、熱中症や脱水症の場合、ナトリウムとい
うミネラル（塩分）の摂取量を増やした方がよい
場合が多々あります。一方で高血圧や心不全、腎
不全の場合は、ナトリウム（塩分）の摂取量を減
らすことが大切です。高血圧や心不全、腎不全の
方が昨年夏のような猛暑の中で塩分摂取量をどう
「さじ加減」するのか、気候と個人個人の病状に
合わせてかかりつけ医との二人三脚が必要です。
2ヶ月に1回の受診では難しい場合が少なくない
と思われます。
　今回、雑駁なコラムになってしまいましたが、
うろ覚え程度で良いのでこのくらいの知識があれ
ば、ミネラルに関して医師とスムーズに会話がで
きるのではないかと考えた次第です。

ミネラル（カリウム、ナトリウム、カルシウム、鉄など）について
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「そこに愛はあるんか？」
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